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本書は，熊本県立球磨工業高等学校「伝統

建築コース」における１４年間の取り組みを，

女流作家　笠井一子氏の目と，関係者に対す

るインタビューを通して記録したドキュメン

タリーである。副題は「大工になりたい人集

まれ！」となっており，「徒弟制度ではなく，

学校教育の中で職人を育てる初の試み」の説

明文も添付してある。

これからも理解できるとおり，近年，伝統

建築に携わる技能者が高齢化し，後継者のな

り手が少なくなっていることから，地域の木

材をも活用し，日本古来の木造軸組工法ので

きる人材を育てようとしたものである。その

育成も従来のような徒弟制度ではなく，学校

教育の中で養成するという，我が国初の野心

的な取り組みを記録したものである。

本書の構成は，?.文化財と林業の里・人

吉球磨，@.高校で大工を育てる初の試み，

A.教育の原点がここにある，B.ものづくり

は喜び・やればできる，C.はばたけ若い大

工たち，D.「伝統建築コース」のゆくえ，

の６章構成となっており，各章ともに，そこ

に至る苦労やそれを支えた人々の工夫が述べ

てある。設立に至る経緯や内容の一部を紹介

すると，以下のとおりである。

球磨工業高等学校の設立は昭和３８年で，

「伝統建築コース」を開設するまでは，他の

工業高校と変わるところはなかった。平成元

年，熊本県教育委員会が出した「特色ある学

校づくり」の指針を受けて，建築科を改編し，

その中に「伝統建築コース」を設置した。

当時，寺社建築や数寄屋づくりなど，本格

的な木造建築の良さが見直される一方で，そ

の後継者は減少を続けていた。また，この地

方では，山林資源の活用も課題となっていた。

そこで，昔ながらの丁稚のように，親方と

生活を共にしながら，その仕事振りを盗み見

て覚えるような徒弟制度ではなく，学校教育

制度の中で，大工をはじめ，職人を養成しよ

うとした試みである。つまり，公教育の中で，

実技学習に重点を置いた技能教育を試みたも

のである。

このように，本コースの特徴的なところは，

職人教育を学校教育に持ち込んだ点にあり，

その指導に当代一流の講師陣の招聘を行った

り，担当する先生方が，３か月から１年にわ

たり工務店などへ研修に出かけている。宮大

工の棟梁の講師招聘にしても多くの苦労があ

り，授業を持っての現場研修となれば，さら

に多くの苦労があるが，その辺にも触れられ

ており，今後このような取り組みを考えてい

る学校にとっては参考となる。

いくらユニークで話題性のある学校とはい

え，社会における評価がその存続の目安とな

る。本書は，数多くの卒業生にもインタビュ

ーを行い，その検証も行っている。卒業後挫

折し，再びこの道に戻った者など，優等生だ

けを取り上げていない点も共感を呼ぶ。なか

でも「今でも役に立つ教科書」の項や，規矩

術の基本である四方転びの椅子の製作の思い

出は，我々に，学校教育における基礎・基本

とは何か，を考えさせる記述ともなっている。

今の時代「地域との連携・協力」を掲げな

い学校は見当たらないと思うが，この学校の

設立から深く関わり，校庭に日本建築で使用

する杉，欅，栗，黒文字，こぶしなどの樹木

を寄贈したりしてその発展を支えた，工務店

店主の学校発展への思い入れが最後に記載さ

れており，余生は卒業生一人ひとりを訪ねて

みたいなど，心を打つ文となっている。

（草思社，２２２頁，１,５００円）（毛利昭）

「棟梁を育てる高校」 笠井一子著


